
























































































































































省」に対しては以前から疑念が向けられてきた。 〈意識体験の自己反省は私秘的な領域であり、他人から見えず公共化されえない〉という批判である。これに対し、 「行動」の次元は誰もがそれを観察し記録する とができる公共的な領域だとされる。この考え方からは、心をブラックボックスとみなして行動のみを記述しようとす 「行動主義」の心理学が導かれる。アメリカの心理学界では現在に到るまで行動主義の立場が大き 力 もっている。　
これらの批判には、 「議論しあえる公共的な次元」が学








































































































§9, S. 24 （。
現象
学に対する批判の一つとして、 「現象学は反省によっ






















































ルトが「われ思う、ゆえにわれあり」を必当然的な明証をもつものとして取り出したことを高く評価しつつ、同時に、デカルトがこれをあらゆる懐疑の末に「世界の最後の一小部分を救い出 た」かのように考えてしまい、そしてこれを「世界のそ 他の部分を推 する」ための土台として用いようとした、と批判する（
C
M
















対象のみが意識されて意識作用は意識されてい い。しかしその対象 「 味と存在妥当



























していることをまず最初その空虚な一般性にお て気づいたと も、次のことまで理解されているわけではない。すなわち、意識生活の内在の ちに何か或 も が自体的に存在するもの
 an sich seiend として0
立ち現れ、しかも単
に憶測され ものとしてではなく、調和的に一致した経験のうちで証示されるもの

























































































































































































































かならず、この超越論的自我一般は、わたしの事実 自我のあらゆる純粋な可能な変 態とこの事実的自我自身とを、可能態としてそれ 身のうちに含む である」 （
C
M






















































































































































































































































































Phenomenological Method For Making
‘Reliable Common Understanding’
Ken NISHI
 How can we create ‘reliable common understandings’ on human lived 
worlds and society? This is a very important problem, and I believe that Hus-
serlian phenomenology presents a strong answer for it. In this paper I would 
like to show the possibility of phenomenological method as follows: firstly phe-
omenolgy presents a new idea of science on human lived world, which is based 
not on ‘empirical-scientific evidence’ such as experiment and observation, but 
on ‘self-reflective evidence’.  Secondly ‘phenomenolgical essential insight’ is a 
useful method for explicating common characteristics of values or sentiments 
in human lived worlds.
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